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2 Pa－5 骨代謝に対するナトリウム過剰摂取の影響
　(日為夕大食物)
　○麻見直美　江渾郁子

_C幽i_　飽食時代を迎えた今日においても、カルシウム(Ca)摂取量のみは未だ所要紅に達し

ていない。一方、食塩はlOg以下を目標摂取量としているものの、未だ過剰摂取の状態にある。
これらの栄養素は種々の成人病の発症と関係しており、Caおよびナトリウム(Na)の摂り方が血

圧に及ぼす影響については数多くの報告があるが、CaおよびNaの摂取が骨代謝に及ぼす影響に

ついての報告は少ない。そこで本研究では、食塩負荷が骨代謝に及ぼす影響を検討した。

j:を法ｔ実験動物には４週齢雄性SHR/NCrjラット27匹を使用した。 Ca:0.6%,Na:o.mのコント

ロール食(Normal-Ca＆NoriiiaトNa食)で２週間飼育した後、NormaトCa＆Normal-Na食群、Normal
-Ca&High-Na食群(Ca:0.6χ,Na:3.0χ)、Low-Ca＆NormaトNa食群(Ca:O.O%,Na:O.175S)、Low-Ca

＆High-Na食群(Ca:O.OlSS,Na:3.OX)の4群に分け５週間飼育した。飼育期間中１週問毎に計７回、

Taiトcuff法(内田製作所製)により最大および最低血圧を測定した。また､試験食開始直前およ
び解剖直前にDXA法(QDR-1500:Hologic社製)により脛骨骨塩量および骨密度を測定した。さらに

試験食開始直前を含む計４回、ラットを代謝ゲージに入れ24時間尿および糞を各２日づつ採取
し、CaおよびNa出納を検討した。解剖時に血清、大腿骨、脛骨および腰椎を摘出し、血清生化

学検査、骨破断特性試験および骨塩量･骨密度の測定を行った。＿l縫果友よ茫豊塞.骨塩量は
Low-Ca食群はNormal-Ca食群に比べて有意な低値を示し､さらにNormal-Ca＆High-Na食群は
Nornal-Ca＆Normal-Na食群に比べ有意な低値を示した。尿巾Ca排泄量はHigh-Ca食群およびLow

-Ca食群のいずれにおいても、Naの過剰摂取により有意に増加した。以上、Na過剰摂取は尿への

Ca排泄を有意に促進し、これが一一因となってNa過剰摂取群の骨塩量が有意に低下したと考えら
れた。

2 Pa－6 血中脂質ならびにカルシウム代謝に及ぼす牛乳摂取の影響

（川崎医療福祉大健康体育）　辻　悦子

　目的：乳・乳製品はカルシウム(Ca)の供給源として優れているが、食習慣に加えて、

乳脂肪や血中コレステロールとの関連などから摂取が控えられる傾向がある。本学会第46

回大会で、牛乳摂取による血中脂質やCa代謝への影響を加齢の面から調べ、高齢者では血

中脂質への影響はなくCaの骨沈着が示唆されることを報告した。今回は骨粗倣症の予防を

目的として、高齢者に牛乳の積極的摂取を勧め、血中脂質ならびにCa代謝に及ぼす影響な

どを検討した。

　方法：兵庫県Ｇ町在住の37～70(57.0土8.2、平均値土sD)歳の女子A名に対し、骨粗懸症

の総合的な指導を行い、血液検査を実施した。牛乳の積極的摂取や生活改善を勧め、２ヶ月

後に再び血液検査を実施できた27名の高齢者のうち、牛乳を平常より１本以上増加した(Ａ)

群と殆ど増加させなかった(Ｂ)群各7名(全て閉経者)につき、血中の脂質およびCa・P、骨

代謝に関連するホルモンや生理活性物質を実験の前後で比較検討した。

　結果：被験者への骨疾患に対する問診の中で、身長の低下という訴えが多くみられた。

Ａ群とＢ群の年齢、閉経年数及び実験前後の血圧に有意差は無かった。Ａ群の血中総コレ

ステロールは高レベルであったが、実験後の値に大きな影響は認められなかった。Ca、P及

びCa/Pへの影響も殆ど認められなかった。アルカリフォスファターゼの低下とオステオカ

ルシンの上昇傾向がみられ、骨吸収が抑制される傾向が示された。B群の実験前血中コレ

ステロールは正常域であったが、実験後には低下した。Ca、P及びCa/Pは殆ど変化なかった。
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